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科目コード  授業科目名                  単位数・学期     受講年次  授業区分 担当教員名 

17111 
英語Ⅰ 

Bクラス(月曜、木曜・１限)  

２単位 

前期 
1～4 演習 

渡久山 幸功（非） 

ジョージ・マクレイン（非） 

■テーマ  英語コミュニケーションのスキル向上 

 

■授業概要 

 国際共通語としての英語の「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」という四技能の基礎力の定着を図り、バランスのと

れたコミュニケーション能力を養成します。教科書や多読用図書、視聴覚教材等を活用し、英語圏の社会や文化に触

れながら様々な状況で用いられる英語表現を習得します。同時に、語彙力を強化し基礎的な文法の理解を深めること

によって、英語による発信力を養います。ネイティブスピーカーの教員が主にコミュニケーションアクティビティを

行い、日本人教員がテキストを中心に英文法の説明を行います。 

■到達目標 

・教科書で取り上げる英語表現を使って日常生活に必要な基礎的なコミュニケーションができる。 

・基礎的な英文法を理解し、簡単な文章を読んだり、書いたり、聞いたり、話したりすることができる。 

 

■授業計画・方法（授業回数の後のアルファベットが担当予定者：T＝渡久山、M＝マクレイン） 

1T Orientation 2M unit 1会話 Introducing yourself 

3T unit 1文法 Verb to be, Possessive 4M unit 1リスニング Perfonal information 

5T unit 1読解  A student’s blog 6M unit 2会話  What time is it? Role play 

7T unit 2文法  Simple Present, Questions and negatives 8M unit 2リスニング People and their jobs 

9T unit 2読解 A really good job 10M unit 3会話 Social expressions 

11T unit 3文法 Simple present, Adverbs of frequesncy 12M unit 3リスニング In my free time… 

13T unit 3読解 Perfect weekend 14M unit 3英作文 Filling out forms 

15T unit 1からunit 3までの振り返り、Mid-term examination 16M unit 4会話 Numbers and Prices 

17T unit 4文法 There is/are, some/any/a lot of 18M unit 4リスニング What’s in your bag? 
19T unit 4英作文Describing your home 20M unit 4読解 America’s most famous address 
21T unit 5会話 What can you do? Talking about you 22M unit 5文法 can/can’t, Advers, was/were/could 
23T unit 5リスニング Child prodigies 24M unit 5英作文 Writing an email 

25T unit 5読解 A talented family 26M unit 6会話 What’s the date? 
27T unit 6文法 Simple past, Time expressions 28M unit 6リスニング Interview 

29T unit 6読解 The meaning of life、期末試験 30M unit 4からunit 6までの振り返り、Review、期末テスト 

 

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む） 

 プレイスメントテストで B クラスの指定を受けた学生対象のクラスです。教科書は American Headway: 

Student book 1 (Third edition)を使います。C,Dクラスとは教科書が異なります。 

 授業には必ず教科書、辞書、ノートを持参してください。 

 授業内容の理解を深めるために、毎回授業の前後に、計画された教科書の Unit の予習（30 分）と復習（30

分）を心がけること。 

 オフィス・アワーを積極的に利用して、外国語担当教師と学習相談をすることを勧めます。 

 遅刻・欠席をしないこと。授業回数の３分の１以上欠席すると自動的に不可となります。 

■成績評価の方法・基準 

□方法 平常点〈授業への積極的な参加〉（20％）、課題提出・小テスト（35％）、中間・期末試験（30％）

プレゼンテーション（15%）2名の担当教員の評価を合算して、合議の上評価を決定する。 

□基準 到達目標を観点として、履修規定に定める「授業科目の成績評価基準」に則り評価する。 

■教科書・参考文献（作品）等 

□教科書 ・ Liz and John Soars, American Headway: Student book 1, third edition 

 (Oxford University Press, 2009) 4月に学内で教科書販売があるので、その際に必ず購入すること。 

□辞 書 Oxford Learner’s Pocket Dictionary or Oxford Wordpower Dictionary for the enthusiastic student 
     あるいは、英英辞書収録の電子辞書 


